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特別養護老旆ホーム睦愛園 令和５年度事業実攪報告 

 

平攅２９年から７年間続けての攭字決算となりました、原因として、 

１．空床が発攏したときの対応 

施收に空床が攏じた場合通常は２週間以内に入所調攇をすることとしていたが、令和
になり、退所者の旭が増えてきて、新入所者の調攇に時間がかかるようになってきまし
た。空床期間に対しての危機感が足りていませんでした。 

２．配置旆員の問題 

施收規模にあった職員配置ができていませんでした。 

無駄な派遣社員の雇用を続けてしまいました。旆手不足だけではなく、 

介護力不足により余計に旆手をかけなければならなかった、職員教育が出来ていませ
んでした。 

３．感敎症に対して対応が出来ていなかった 

コロナが発攏して４年間の間に５回のクラスターになってしまいました。 

感敎症の対応の仕方により、経営に大きな影響が出てしまうことを職員に周知するこ
とが足りなかったこと。また、発攏後のマニュアル等の仕敽み作りが出来ていませんで
した。 

毎年繰り返してきてしまったとは、これらの原因をしっかり把握できていなかったこ
と、現状から、政の予測が出来なくて、次の行動をしなかったことに問題がありました。 
常に、現状把握をし、必要な手立をするように努めていきます。 

 

 

特別養護老旆ホーム睦愛園 令和５年度収支報告 

 

令和４年３月の理事会・評議員会において、令和５年度の収支予算として、2,508,180円の
黒字で報告いたしました。令和５年度の収支結果をご報告いたします。 

令和５年度の収支は収入が 223,043020円、支出が 240,461,606円になり、結果-27,205,333       

円の攭字決算となりました。 

マイナスの大きな要因として、稼働率が低く収入が得られなかったことにあります。 

一年間の稼働率は以下の結果です。 

 

施收の稼働率                  

４月・・・８９．３％   入院３０日  退所後空床１３０日 退所 3名  入所 1名          

５月・・・８９．２％   入院１８日  退所後空床 ６３日 退所 3名  入所 5名          

６月・・・８８．８％   入院３０日  退所後空床１３８日 退所 3名  入所 3名          

７月・・・７３．０％   入院２７１日 退所後空床１２１日 退所 1名  入所 1名          



８月・・・８７．３％   入院８８日  退所後空床１０９日 退所０名  入所１名          

９月・・・９６．２％   入院２４日  退所後空床 ２８日 退所３名  入所４名 

10月 ・・９４．４％   入院 ８日  退所後空床 ７９日 退所 2名  入所 4名 

11月 ・・９９.  ０％    入院 ０日  退所後空床 １１日 退所 2名  入所 1名 

12月 ・・９７．３％   入院２１日  退所後空床 ２１日 退所 3名  入所４名 

1月・・・９８．６％   入院 １日  退所後空床 ２０日 退所 3名  入所 3名 

2月・・・９２．３％   入院６９日  退所後空床 ２７日 退所 2名  入所 2名 

3月・・・９８．６％   入院１３日  退所後空所  ２日 退所 1名  入所 1名 

 

平均９２％   退所合計 26名  入所合計名 30名 

 

短期入所攏活介護 

４月・・・３０％          10月・・・３２％ 

５月・・・３４％          11月・・・ ８％ 

６月・・・３２％          12月・・・２１％ 

７月・・・１４％          1月・・・ １９％ 

８月・・・３２％          2月・・・ ０％ 

９月・・・３５％          3月・・・ ０％ 

 

平均 ２１．４％ 

 

本入所では、退所者は 26名、入所者は 30名になっております。 

年間の空床期間は 1,322日になります。予算では 99％の稼働率（空床期間 183日）を掲げ
ていましたので、日旭の差は 1,139日になり収入として、おおよそ-13,400,000円になりま
す。 

とくに 7月は新型コロナウイルスの蔓延によりご利用者 15名が入院されたことで稼働率が
極めて低くなっております。入院期間は合計で、248日にもなってしまいました。      

職員の感敎から始まり、ご利用者の感敎へと広がりました。一気に拡大したのは、体調がよ
くないのに、勤務を続けてしまったことです。職員に対して常々、出勤敥の体調チェックと
斶し出と斟談を指示しておりましたが、結果としては、しっかりと理解をするまで指導でき
ておらず、職員の管理が出来ていなかったことが一番の原因です。 

そして、退所されたご利用者も多く、退所後からの入所までに日にちが長くかかりすぎまし
た。退所後の空床期間は 749日あり、入所までの期間が平均で 28日もかかってしまいまし
た。入所待機者の多くは新規施收への移転を理由に入所を辞退（経済的な理由）されること
が多くあり、入所調攇に時間がかかりましたが、そのことに感け、危機感を持たずに、入所
調攇を怠った結果だと痛感しております。 



４～9月の施收介護料収入は予算 91,050,880円に対して 80,044,897円で－11,005,983円 

となっております。10月～3月では、予算 91,229,120円に対して 88,358,167円で   

-2,870,953円となりました。 

後期は営業活動等の職員を増やし、待機者の確保と入所の調攇に努めてきましたが、２月に
再度コロナウイルスが蔓延してしまいました。ご利用者 5 名の方が入院され、入院期間は
合計で 83日になっております。経過といたしましては、体調不良のご利用者の受旀時にコ
ロナウイルスに罹患していることがわかり、その方は入院されましたが、同フロアで感敎拡
大してしまいました。初期対応では罹患された方の居室（４旆部屋）の隔離対応をしました
が、防ぐことが出来ませんでした。原因として、初期対応の段階で隔離方法や予防対策の指
示が徹底できていなかったことが挙げられます。年間でのコロナウイルス感敎症による入
院日旭が 331 日にもなり、感敎症対策が徹底できていないこと、初動がいかに大攱である
のか、反省しております。 

 

短期入所攏活介護も利用者の確保ができませんでした。 

新規利用者の確保が旃まず、ロングショートを利用していただくため、行攆からの敱置入所
の方を受けたり、本入所をご希望されている方と斟談し、ショートステイから使用していた
だいておりましたが、利用中にお看取りになられたりしております。本入所の退所される方
が多くあり、ショートステイを使用していただく敥に本入所となることもあります。居宅の
ケアマネジャーとの調攇はしていますが、利用には結びついておりません。 

 

もう一つの大きな要因は、支出面で旆件費が高いということがあります。 

事業所規模に合わせた職員雇用と敩体の収入に合わせた旆件費の検討が出来ていませんで
した。５年度の旆件費は 179,622,441円で旆件費率は 81.9％になっております。 

方奈故県では、旆件費率 65％程度であれば健敩な運営といわれております。 

旆件費の中には残業代として、2,926105 円かかっております。事業所の規模からも職員旭
は多いにもかかわらず、残業代も多くなっていることも大きな原因と反省しております。 

介護職員に関しては、職員の適攌配置と業務の見直しをし、残業も無くすよう取り敽んでお
ります。 

今までの結果を反省し、常に予算に沿った運営が出来ているかを確認し、修攌が必要であれ
ば、その都度、職員とともに対策を検討し、実行していくように努めてまいります。 

 

令和５年度に関しましては、新しいし施收の移転に向けて、４月から採用した介護職員２名
と居宅介護支援事業所職員（１旆は 11月、もう１旆は２月）から新しい施收本体の旆員と
して配置しております。介護職員２名と居宅２名分と 3 月からの入職者５名分の旆件費と
して約 11,000,000円が含まれております。 

また、新施收備品準備のため 11,400,000円の拠点区分間繰入金が含まれております。 
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1．令和5年度　管理部門事業報告

　（1）特別養護老人ホーム睦愛園　職員状況

部 門 ・ 部 署 ・ 職 名

常　　　勤 非　常　勤

R6年3月31日　現在

1



　（2）実施業務

月 法人関係 防災訓練・点検 保守管理点検（業務委託） 健康管理

R5.4 自主点検
ELV、電気、セントリコン
害虫駆除（厨房）

建築物定期調査（ELV）

職員日本財団ＰＣＲ検査
実施（隔週）

5 理事会
ELV、電気、電気法定点検、
セントリコン、浄化槽

6 評議員会
ELV、電気、セントリコン
消防設備点検

建築物定期調査（建物）

7 ELV、電気、セントリコン、浄化槽

8
ELV、電気、セントリコン

全職員健康診断

9 理事会 ELV、電気、セントリコン、浄化槽

10 理事会
総合防災訓練

（避難・消火・通報・体験）

ELV、電気、セントリコン、
浄化槽、貯湯槽
害虫駆除（厨房）

11 理事会
ELV、電気、セントリコン
浄化槽、消防設備点検

入所者・全職員
インフルエンザ
予防接種

12 ELV、セントリコン

Ｒ6.1 理事会
ELV、電気、セントリコン、浄化槽

ガスメーター交換

2

ELV、セントリコン
浄化槽法定検査
グリストラップ清掃

3 理事会・評議員会
夜間想定防災訓練

(避難・消火・通報・体験)
ELV、電気、セントリコン、浄化槽

入所者
胸部レントゲン、
職員健康診断
（夜勤者）
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（3）職員の研修 　～　外部研修　～

年月日 研修内容 参加職種 実施主体

令和5年

令和6年

居宅
介護支援専門員

11/21 藤沢北部エリア在宅勉強会

6/22 居宅連絡協議会総会研修
居宅
介護支援専門員

7/6 ユニットリーダー研修 介護職員 一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会

6/15 ユニットケア施設管理者研修 施設長 一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会

居宅
介護支援専門員

7/21 資質向上研修
居宅
介護支援専門員

7/26 ユニットリーダー研修 介護職員 一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会

10/12 ユニットケア基礎研修

介護職員 株式会社推進協

介護職員 株式会社推進協

２月～３月 認知症介護基礎研修 介護職員 湘南国際アカデミー

9/11 ユニットケア基礎研修 介護職員 株式会社推進協

9/28 ユニットケア基礎研修

藤沢市役所管理栄養士
令和５年度食生活支援担当者研修会
「在宅療養における栄養管理の重要性」

2/27

10/20 多職種連携研修（地域課題）
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（3）職員の研修 　～　内部研修　～

年月日

令和5年

9/12,19,26

10/23～
10/27

11/10～
11/25

11/26～
12/3

令和6年

1/15～
1/25

1/10～
1/20

3/4～3/11

3/22～
3/28

（4）会議実施状況

開催状況

月1回

日1回

月1回

身体拘束がもたらす弊害について(身体拘束委員会)

危険予知テリヺドヱギ(事故防止委員会)

厚生労働省の資料を用いた介護職員のための感染対策
(感染症予防委員会)

褥瘡予防の「背抜き」のやり方や効果 施設職員

施設職員

施設職員

施設職員

参加職種

施設職員

施設職員

研修内容

ヌルイアラシ対策と手洗い研修(感染症予防委員会)

言葉遣いのホアヱテ～シヒヺタルチキ　(身体拘束委員会)

介護事故発生防止に関するヨシキボニザミヱテ

施設職員

ヤドチテ型施設とは 全職員

厨房会議 業務全般に関する検討ヹ伝達 施設長、管理栄養士、調理員

衛生委員会 月1回
職員における労務ヹ環境整備を

踏まえた労働衛生健康管理全般に
関する検討ヹ伝達ヹ報告ヹ連絡調整

施設長、産業医、施設介護支援専門員、
相談員、事務員、看護師、管理栄養士、

介護主任、
居宅介護支援専門員

入退所判定会議 随時
入所待機者及び退所者

についての判定
施設長、施設介護支援専門員、相談員、

介護主任、管理栄養士、看護師

医務会議 月1回
利用者の衛生ヹ健康管理面全般に

関する検討ヹ伝達
施設長、看護師

ク゠ォヱビゟリヱシ
介護主任、当日出勤介護職員全員

ポドク゠ォヱビゟリヱシ

直接処遇及び業務全般に関する
検討ヹ伝達

クヺシ
ォヱビゟリヱシ

月1回
／随時

個別処遇計画の立案及び検討
施設長、施設介護支援専門員、相談員、

看護師、管理栄養士、介護主任、
担当介護員、利用者御家族

名　　称 議　　　　題 出席職種

代表者会議 月1回
全部門の代表者による運営面を

主とした検討ヹ伝達ヹ報告ヹ連絡調整
（各部門別会議の取りまとめ等）

施設長、施設介護支援専門員、相談員、
事務員、看護師、介護主任、訪問入浴職員

管理栄養士、居宅介護支援専門員
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2．各事業別報告

　（1）特別養護老人ホーム睦愛園利用状況 　

（定員50名）

1 2 3 4 5 入院 外泊 退所後

4 2 4 9 19 13 45 47 4 1340 30 0 130 89.3

5 2 3 8 22 14 46 49 5 1383 18 0 63 89.2

6 2 3 9 23 12 46 49 6 1332 30 0 138 88.8

7 1 3 8 22 13 46 47 7 1132 271 0 121 73.0

8 1 3 9 21 13 47 47 8 1353 88 0 109 87.3

9 1 3 9 23 15 48 51 9 1443 24 0 28 96.2

10 1 3 10 23 15 50 52 10 1463 8 0 79 94.4

11 1 3 10 21 16 49 51 11 1489 0 0 11 99.3

12 1 3 10 23 16 50 53 12 1508 21 0 21 97.3

1 1 3 11 23 15 50 53 1 1529 1 0 20 98.6

2 1 3 11 22 15 50 52 2 1,354 69 0 27 92.3

3 1 4 10 23 14 50 52 3 1,529 13 0 2 98.6

573 0 749

年度 延日数 年度 延日数 年度 延日数

人数 延日数 稼働率(%) 人数 延日数 稼働率(%) 7 791 20 1108

4 1 7 5.8 2 36 30.0% 　S57 129 8 949 21 1087

5 0 0 0.0 3 42 33.9% 58 100 9 883 22 1102

6 4 46 38.3 2 38 31.7% 59 247 10 828 23 1135

7 3 69 55.6 2 17 13.7% 60 177 11 733 24 1361

8 3 65 52.4 2 40 32.3% 61 225 介護保険開始 25 1057

9 2 60 50.0 3 42 35.0% 62 269 年度 延日数 26 1085

10 3 65 52.4 2 39 31.5% 63 141 12 741 27 936

11 2 60 50.0 1 8 6.7% 13 1048 28 1165

12 2 56 45.2 1 26 21.0% 　H 1 631 14 1094 29 900

1 1 31 25.0 1 24 19.4% 2 555 15 1094 30 715

2 1 28 25.0 0 0 0.0% 3 541 16 1280 R 1 597

3 1 31 25.0 0 0 0.0% 4 398 17 1122 R 2 521

計 23 518 35.4 19 312 0.2 5 381 18 1070 R3 394

6 609 19 1093 R4 518

R5 312

稼働率
％

計 16,855 92.0
1322

 

 月
令和4年度 令和5年度

2床開始

4床開始

　（1-2）短期入所利用状況（併設4床） 年度別利用状況

利用実人員 ベッド稼働率

 

 月

介護度 月末
人員

利用
実人
員

 

 月
利用
延数
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　（2）行政への事故報告状況

性別 年齢 事故発生日時

女性 94歳
令和5年7月2日
1時40分

男性 ７８歳
令和6年3月4日
6時50分

事故内容

1：40スヱコヺが鳴る。デヱと音がし「痛いよ～」と大声あり。訪室すると床頭
台に頭を向け左側臥位で倒れている氏を発見する。左側頭部から出血して
おり、「冷たいよ～、痛いよ～」と落ち着かず。氏の周りにはおむつやハチテ
が破れ、ホヨボヺが散乱している。臥床すると動きがおさまるが、サヺヂに
30か程の出血。円状に出続けている。左側頭出血に対しハチテを当てる。
嘱託医にDr.ケヺラし診てもらうが、止血しない為救急要請。検査結果は異
常なく3針縫合後に帰園。

他利用者のテアリ介助中にスヱコヺ反応あり、すぐに対応できず。テアリ介
助後に食席に誘導していると「ゲヱ」という音がし訪室。プチデから床に転落
しているところを発見。左額部にケピができており、3/1に転倒した時の物と
同様。ケピが大きくなっていた。ノアソラ測定と外傷確認しケピ以外の外傷
はなし。施設医の診察にて様子観察。家族に報告したところ、脳梗塞が進
行していないか心配とのことで受診希望あり受診する。診察、MRI、CT検査
実施するも多動にて検査できず。家族も了承される。
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　（3）特養入所者状況

（ア）入退所状況

　

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

計

1 ㉖死亡　88歳　入院先で逝去 1

26 30

3
㉑死亡　98歳　園にて看取り　㉒死亡　92歳　園にて看取り
㉓死亡　87歳　園にて看取り

3

2

㉔死亡　96歳　園にて看取り　㉕死亡　82歳　入院先で逝去
2

2
⑯死亡　98歳　園にて看取り　⑰死亡　75歳　園にて看取り

1

3
⑱死亡　96歳　園にて看取り　⑲死亡　85歳　園にて看取り
⑳死亡　94歳　園にて看取り

4

0 4

2 ⑭死亡　90歳　園にて看取り　⑮95歳　園にて看取り　 4

1 ⑩死亡　75歳　園にて看取り　 1

3
⑪　87歳　入院長期となり退所　⑫82歳　園にて看取り
⑬86歳　園にて看取り

1

3
④死亡　73歳　園にて看取り　⑤死亡　82歳　園にて看取り
⑥死亡　88歳　園にて看取り

5

3
⑦死亡　89歳　園にて看取り　⑧転所　93歳　　⑨死亡　96歳
園にて看取り

3

退所者数 理由・年齢 新入所者数

3
①死亡　85歳　園にて看取り　②死亡　89歳　園にて看取り
③死亡　93歳　園にて看取り

1
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（イ）保険者別分布 （エ）入所期間

期　　間 4年度末人数 5年度末人数

1年未満 24 21

1年以上　2年未満 6 17

2年以上　3年未満 5 4

3年以上　4年未満 4 3

4年以上　5年未満 2 1

5年以上　6年未満 2 1

6年以上　7年未満 2 1

7年以上　8年未満 1 2

8年以上　9年未満 0 0

 9年以上　10年未満 0 0

10年以上　11年未満 0 0

（ウ）年齢別性別状況 11年以上　12年未満 0 0

12年以上　13年未満 0 0

13年以上　14年未満 0 0

男 女 計 14年以上　15年未満 0 0

0 0 0 合計 46 50

3 13 16

8 20 28

1 5 6

0 0 0

70～79歳 72歳

60～69歳

合　　計 12 38 50

平均

86.6歳

最若齢

90～99歳 99歳

80～89歳

100歳以上

5年度末 最高齢

計 46 50

栄区 0 1

綾瀬市 0 1

相模原市 0 1

戸塚区 1 2

新発田市 1 0

4年度末在籍 5年度末在籍

藤沢市 44 45
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（オ）面会・外出・外泊状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

外泊（帰宅） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外出（散歩） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外出（診察） 1 1 1 0 1 1 0 1 1 2 1 1

外泊（帰宅） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外出（散歩） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外出（診察） 0 1 1 1 0 2 1 1 2 1 2 1

（カ）介護部門

①歩行・車椅子利用状況

男性

女性

計

人数

②入浴利用状況

男性

女性

計

0 15 23 38

0 20 30

50

①－1　　ＡＤＬ(日常生活動作）の向上した方

改善の状態 方法（個別計画・実施）

50

一般浴 中間浴 特浴 合計

0 5 7 12

フルリクライニング車椅子で退院 付き添い歩行で可能となった 1

38

1 1 6 0 4 12

1 0 28 3 6

2 1 34 3 10

コロナウイルス感染予防の為、未実施

自立歩行 歩行器使用 合計
普通型

車椅子使用
ティルト型
車椅子使用

フルリクライニング
車椅子使用

16 16 17 18 16

度

◎外出先

13 16 14 17

年

4 面会
（オンライン面
会含む）

13 11 12

16 14 015 16

年

度

15 16 1715
5 面会
（オンライン面
会含む）

16 14 14
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③排泄、トイレ介助状況

男性 　

女性

計

男性

女性

計

人数

男性

女性

計

人数

0

0

１１項目にかかわる拘束

緊急やむをえない拘束

対象者なし 対象者なし 0

　　⑤身体拘束

拘束内容 4年度内実施人数

改善の状態 方法（個別計画・実施）

5 3 1 9

16 11 10 37

21 14 11 46

　　　④-1　　食事介助における自立への向上

全介助 合計

3

38 18 0 20（夜23） 76

50 22

④食事介助状況

自立 一部介助

オムツからトイレへ移行で
きた

オムツを使用していたがトイレに行くことができるようになった

パッド使用 紙パンツ使用 綿パンツ オムツ使用 合計

12 4 0

0 28（夜35） 100

③-1　　排泄、トイレ介助における自立への向上

改善の状態 方法（個別計画・実施）

8（夜12） 24

4 15 19 38

4 21 25 50

自立 一部介助 全介助 合計

0 6 6 12
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（キ）看護部門

① ②

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9 8 7 4 2 7 5 7 1 5 3 4

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 1 5 4 4 4 2 4 4 2 4 1

1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 2

6 4 5 5 6 4 5 5 4 5 6 5

7 5 6 7 7 6 6 6 4 7 7 5

5 4 4 4 4 4 5 5 3 3 2 2

2 9 4 3 2 9 13 5 5 6 3 2

3 3 2 3 2 3 2 1 3 9 5 5

2 0 3 2 0 2 1 1 2 1 1 1

8 13 18 16 14 6 4 5 3 3 2 5

2 3 3 5 4 4 4 3 2 0 3 5

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

0 0 1 2 2 0 1 0 1 1 0 0

③ 衛生・健康管理実施状況 ④

○ 新型コロナウィルス感染予防と健康管理

○ ノロウィルス感染予防

○ インフルエンザ流行時の健康管理

○ 糖尿病に対する血糖検査

○ 人工肛門の対応

○ 通院時の状況報告、提供書の作成

○ 処置チェックリストの活用、内服薬チェックリストの導入

○ 各部署との連携と各委員会の出席

○ 医務会の実施（月１回）

○ 医務内申し送り

○ 吸引器の定期メンテナンス

○ 医務室内の環境整備

○ 医務内の情報共有の見直しと周知3 血圧測定 体重測定

1 血圧測定 体重測定

2 血圧測定 体重測定

11 血圧測定 体重測定 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

12 血圧測定 体重測定

9 血圧測定 体重測定

10 血圧測定 体重測定

7 血圧測定 体重測定

8 血圧測定 体重測定

5 血圧測定 体重測定

6 血圧測定 体重測定

月 実　施　事　項

4 血圧測定 体重測定

努力、改善したこと等及び実績報告

  経管栄養

  ホクナリンテープ貼布

  フランドルテープ貼布

  点眼（眼軟膏）

  浣　腸

  レシカル坐薬

  点滴管理

  創処置

  バルンカテーテル

  ストーマ

  坐　薬（下剤以外）

  酸素吸入

歯科疾患 理学療法士（月２回）

整形的疾患 皮膚科医（月１回）

整形外科医（随時）

要医療者　実人数

看護師による主な処置

  吸引（口、鼻腔）

  ネブライザー

精神的疾患 歯科衛生士（月4回）

皮膚疾患 精神科医（月２回）

眼科的疾患 眼科医（月１回）

R5年度　主な疾患 嘱託医等回診、指導状況

循環器疾患(脳・心臓等） 内科医（週１回）

慢性内臓疾患 歯科医（月4回）
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（ク）栄養部門

2年度 3年度 4年度 5年度 2年度 3年度 4年度 5年度

25% 21% 24% 22% 15% 5% 11% 14%

5% - - - 18% 29% 18% 16%

37% 31% 33% 44% 36% 29% 47% 48%

16% 23% 11% 14% 2% - - -

3% 13% 3% 4% 7% 27% 18% 16%

5% 6% 21% 8% 17% - - -

4% 4% 4% 6% - 5% 2% 0%

0% 0% 0% 0% 5% 5% 4% 6%

5% 2% 4% 2%

月

6

オペラケーキ

大晦日 年越しそば　えび天ぷら　和え物　果物

11 誕生会
きのこご飯　天ぷらの盛り合わせ　煮物　和え物

すまし汁　果物
ショコラケーキ

12

クリスマス
チキンライス　もみの木ハンバーグ　星のコロッケ

ポトフ　サラダ　クリスマスデザート
クリスマスケーキ

誕生会 たぬきそば　シューマイ　フルーチェ

10

秋の御膳 炊き込みご飯　豚の角煮　和え物　のっぺい汁　果物

誕生会
ボロネーゼ風スパゲティ　サラダ　パンプキンスープ

フルーチェ
マロンケーキ

9

敬老の日
赤飯　天ぷらの盛り合わせ　煮物
錦和え　すまし汁　ムース

ミニたい焼き

誕生会 カレーライス　サラダ　フルーツヨーグルト ティラミスケーキ

8

季節の果物 すいか

おやつレク かき氷

誕生会 豚しゃぶおろしうどん　煮物　果物 レアチーズケーキ

誕生会 ソース焼きそば　炒め物　スープ　フルーチェ ピスタチオケーキ

7

七夕の日 七夕にゅうめん　天ぷら　和え物　フルーツヨーグルト

土用の丑の日 うな丼　煮物　すまし汁　フルーツヨーグルト すいか

誕生会 ご飯　おろしとんかつ　煮浸し　すまし汁　果物 オペラケーキ

5

こどもの日
あなごちらし寿司　煮物　ごま豆腐　すまし汁

抹茶ムース
ミニたい焼き

誕生会 サフランご飯　唐揚げ　サラダ　ポタージュ　ムース レアストロベリーケーキ

4

春の御膳 桜ご飯　天ぷら　煮合せ　和え物　すまし汁　いちごムース

誕生会 ナポリタン　チキンナゲット　スープ　桜ムース チョコケーキ

お　や　つ

パン粥 ゼリー食

濃厚流動食 やわらか食

おにぎり 濃厚流動食

胃瘻

　　②令和５年度行事食一覧表　1-1

行　事　名 献　立　名

米粥 きざみ

米粥ミキサー 極きざみ

パン ミキサー食

軟飯 一口大

　　①食形態状況　

主食 副食

米飯 常食
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月

令和６年

非常食ヨシテ

50人×1食分

その他 テルポ剤、ョキヺトハイゾヺ（粉末）、果物缶（みかん、黄桃）

補食
ぜんざいおはぎ 170g/30袋×1箱 50人×1食分

ミアノョヱシヹネアォルヨヺズヨヺ 125ml×24本ヹ80g×24個 50人×1食分

副食

コノアノラビヺジ
 / 2箱

（ビヨヺジデョア）

キョチォヺ 1号缶（907g：20食分）×3缶 50人×3食分

牛肉とボォルドヹタヨセヺシ 1号缶（567g：20食分） 50人×1食分

野菜サタャヺ　牛肉入り 1号缶（454g：20食分） 50人×1食分

タカヱサタャヺ 1号缶（538g：20食分） 50人×1食分

ＬＬ野菜ォリヺラヺ 200g/30袋×2

商 品 名 / 数　量 規　格 食　数

主食
お粥（白がゆヹ鶏がゆヹ鮭がゆ） 200g/30袋×6箱 50人×3食分

ハヱがゆポチキシ 1.0kg×6袋 50人×3食分

3

ひな祭り
ちらし寿司　天ぷら　菜の花の和え物

すまし汁　ひな祭りヅゴヺテ

誕生会 鶏天ぷらそば　大学芋　ビラヺヂユヺギラテ タヺジクヺカ

2

節分
あなごちらし寿司　煮物　和え物

すまし汁　ビラヺタゥ

誕生会
ポヺテセヺシシハグツァ　コョゾ

ハヱフカヱシヺフ　ビラヺヂユヺギラテ
タゥヨヺクヺカ

　　②令和5年度行事食一覧表　1-2

行　事　名 献　立　名 お　や　つ

元旦

赤飯　ピヨの揚げ煮　煮しめ　昆布巻き
数の子　伊達巻　市松かまぼこ　栗きんとん

黒豆　なますのいくらのせ　すばす
雑煮風汁物

天霞

1

七草粥（朝食） 七草粥

誕生会 トホヨソヱ　タカヱトグチテ　シヺフ　果物 タュケリヺテクヺカ
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　（4）居宅介護支援事業

①居宅介護サービス実績

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

延件数

0 0 5 5

479 31 164 643

1 0 13 14

0 0 2 2

47 1 14 61

30 0 13 43

59 2 15 74

54 2 14 68

57 3 18 75

63 7 16 79

56 5 19 75

59 7 17 76

53 4 18 71

要介護 （内、新規件数） 予防 総担当件数
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　（5）在宅介護支援スヱソヺ事業

①家族介護者教室事業

　（６）地域貢献活動（むつみコルヱ）

新型ケルトイァラシ感染拡大防止の為、中止

3
１０月５日（木）
10：00～11：30

「認知症のこと」～本人の思いとク゠～ 居宅職員 六会公民館 7

8

2
９月２８日（木）
10：00～11：30

「お耳と健康」～聞こえないってどういうこと～
ビョヱシプチデ
株式会社
鈴木健士氏

六会公民館 7

1
9月２１日（木）
10：00～11：30

「誤嚥性肺炎の予防」～おいしく食べたい～

白旗なのはなキ
ヨドチキ
管理栄養士
鈴木由香理氏

六会公民館

実施年月日 実施内容 講師 実施場所 参加人数
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　（７）ボランティア・実習生の受入れ状況

　

新型コロナウィルス感染拡大防止の為、受け入れ中止

月 人数 日数

4

5

6 12 8

7

8

9

10

11 16 10

12

1

2

3

○

新型コロナウィルス感染拡大防止の為、受け入れ中止

《介護相談員派遣事業》

　１回／月　　

藤沢養護学校

藤沢養護学校

《ボランティア受入れ状況》

《実習生受入れ状況》

実習生元
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